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議会を傍聴して
みませんか

本会議は51人、委員会は12人ま
で傍聴できます。詳しくは議会事務
局までご確認ください。

12月定例会の日程（予定） 会議の開始時刻は午前10時からです

3月

定例会は
年に4回

9月

12月 6月

日 月 金木水火 土
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本会議
市長提案理由説明

本会議
質疑･委員会付託

11/26
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環境厚生
常任委員会

総務文教
常任委員会

本会議
一般質問

本会議
一般質問

本会議
一般質問
(予備日）
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本会議
委員長報告・質疑

討論・採決

建設経済
常任委員会

市民との意見交換会を開催します
場所　いきいき情報センター2階

日時　令和5年11月19日㈰

　　  10：00～12：00

申込　不要

内容　全体会・分散会（3常任委員会）
※詳しい内容については市議会ホームページやポスター・
　 チラシをご覧ください

この印刷物は、印刷用の紙へリサイクルできます。

編集/太宰府市総務部経営企画課：〒818-0198　  太宰府市観世音寺一丁目1番1号
　　　　 ☎092(921)2121　　FAX(921)1601　　　　　keiei-kikaku@city.dazaifu.lg.jp

太宰府市公式SNSの
フォローお願いします！
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太
宰
府
の
文
化
財
462

観
世
音
寺
は
１
３
０
０
年
以
上
続
く
、

太
宰
府
を
代
表
す
る
古
刹
で
す
。
か
つ
て

は
「
府
の
大
寺
」
と
呼
ば
れ
、
大
宰
府
管
内

の
僧
を
統
括
す
る
寺
院
と
し
て
、
遠
く
都

に
も
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
『
源
氏
物
語
』

第
22
帖
玉
鬘
に
は
、
玉
鬘
の
乳
母
が
大
宰

大
弐
(
大
宰
府
行
政
の
現
地
最
高
責
任
者
)

の
観
世
音
寺
参
詣
が
帝
の
行
幸
の
よ
う

だ
っ
た
と
話
す
場
面
が
あ
り
、
物
語
な
が

ら
、
観
世
音
寺
そ
し
て
大
宰
府
が
大
い
に

繁
栄
し
て
い
た
様
子
を
伝
え
て
い
ま
す
。

観
世
音
寺
に
は
、
多
く
の
文
化
財
が
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
奈
良
の
東
大
寺
に

も
、
観
世
音
寺
が
保
安
元
年
(
１
１
２
０
)

に
東
大
寺
の
末
寺
と
な
る
に
あ
た
っ
て
進

上
し
た
文
書
記
録
が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
し

た
。そ
の
中
に
、
碁
盤
目
に
整
然
と
区
画
さ

れ
た
街
・
大
宰
府
条
坊
の
中
の
寺
所
有
地

を
記
し
た
史
料
が
複
数
あ
り
、
そ
の
一
つ

に
、
観
世
音
寺
の
寺
域
と
条
坊
の
位
置
関

係
を
示
す
も
の
が
あ
り
ま
す
。

長
徳
２
年(
９
９
６
)
年
閏
７
月
25
日
の

史
料
は
、
観
世
音
寺
か
ら
要
請
を
受
け
た

大
宰
府
が
左
郭
４
条
７
・
８
坊
内
の
土
地
・

面
積
１
町
３
反
を
観
世
音
寺
に
施
入
す
る

こ
と
を
決
め
観
世
音
寺
に
伝
え
た
文
書
の

記
録
で
す
。そ
の
土
地
の
西
辺
に
は
「
寺
大

門
」が
あ
る
と
記
さ
れ
、
別
の
文
書
目
録
に

「
南
大
門
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
南
大
門
が

大
宰
府
条
坊
の
左
郭
４
条
７
坊
に
あ
っ
た

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

一
方
、
考
古
学
の
成
果
に
よ
り
、
一
辺
90

ｍ
四
方
の
方
眼
上
で
条
坊
の
遺
構
が
検
出

さ
れ
や
す
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し

た
。
こ
れ
を
地
図
に
重
ね
る
と
、
観
世
音
寺

の
南
大
門
の
位
置
は
、
確
か
に
政
庁
か
ら

東
へ
７
区
画
目
(
左
郭
７
坊
)
で
あ
り
、
ま

た
７
区
画
目
を
細
か
く
み
る
と
、
区
画
の

東
辺
か
ら
約
１
／
３
西
の
位
置
の
北
辺
に

南
大
門
が
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
施
入
さ
れ
た
の
は
、
左
郭

７
坊
の
う
ち
南
大
門
の
東
側
３
反
と
８
坊

全
体
の
１
町
だ
っ
た
と
推
測
で
き
ま
す
。

こ
う
し
て
、
伝
え
ら
れ
て
き
た
文
献
記

録
の
正
し
さ
と
、
考
古
学
研
究
成
果
の
確

か
ら
し
さ
が
同
時
に
証
明
さ
れ
、
大
宰
府

条
坊
の
解
明
と
、
古
代
大
宰
府
の
景
観
復

元
は
大
き
く
前
進
し
ま
し
た
。

こ
の
長
徳
２
年
の
文
書
は
、
大
宰
少
弐

(
大
宰
府
行
政
の
責
任
者
)
で
筑
前
守
(
筑

前
国
の
長
官
)
を
兼
任
す
る
藤
原
朝
臣
(
朝

臣
は
姓
)
と
い
う
人
物
が
発
給
し
て
い
ま

す
。そ
の
名
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
来
年
の

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
光
る
君
へ
」
の
主
人

公
で
『
源
氏
物
語
』
の
作
者
・
紫
式
部
の
夫

の
藤
原
宣
孝
は
、
正
暦
元
年
(
９
９
０
)
に

筑
前
守
と
し
て
赴
任
し
、
同
３
年
(
９
９

２
)
頃
に
は
大
宰
少
弐
も
兼
ね
て
い
ま
す
。

そ
の
数
年
後
で
す
の
で
、
こ
れ
は
宣
孝
本

人
、
も
し
く
は
次
の
赴
任
者
が
発
給
し
た

も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
冒
頭
で
述
べ
た

源
氏
物
語
の
場
面
は
、
南
大
門
前
を
通
る

華
や
か
な
参
詣
行
列
が
当
時
実
際
に
行
わ

れ
て
い
て
、
宣
孝
を
介
し
て
紫
式
部
に
伝

わ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

施
入
さ
れ
た
土
地
の
一
部
は
現
在
、
観

世
音
寺
前
の
ト
イ
レ
・
多
目
的
広
場
と
し

て
利
用
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
が
、
歴
史

に
お
い
て
も
研
究
史
に
お
い
て
も
重
要
な

場
所
で
あ
る
こ
と
を
紹
介
し
ま
し
た
。

※

大
弐
の
妻
の
参
詣
と
の
解
釈
も
あ
り
ま
す
。

文
化
財
課
　
　
井
上
　
信
正

大宰府条坊一辺90m方眼と観世音寺（上が北）

観世音寺南大門跡と門前（北から撮影）

大
宰
府
条
坊
と
観
世
音
寺
門
前

 

右
郭
２
坊

右
郭
１
坊

左
郭
１
坊

左
郭
２
坊

左
郭
３
坊

左
郭
４
坊

左
郭
５
坊

左
郭
６
坊

左
郭
７
坊

左
郭
８
坊

た
ま 

か
ず
ら

ほ
　 

あ
ん

ち
ょ
う
と
く

う
る
う

だ 

ざ
い
の
し
ょ
う 

に

ち
く
ぜ
ん
の
か
み

ふ
じ
わ
ら
の 

あ
　 

そ
ん

か
ば
ね

む
ら
さ
き 

し
き 

ぶ

ふ
じ
わ
ら
の
　
の
ぶ 

た
か

だ
い 

に

※

だ 

ざ
い
の

の
ぶ
　
ま
さ

い
の
　
う
え

（旧ツイッター）x


